
球磨村立小中学校の耐震化の状況・学校別一覧（H22,4,1現在）

小計 4 0 4 4 0 2 2 0 4 100.0

低学年棟 1 R 208 0 1 1 0 0 1 0 1 100.0

高学年棟 1 R 888 0 1 1 0 0 1 0 1 100.0

管理棟 1 R 366 0 1 1 0 1 0 0 1 100.0 H20、耐震補強工事実施

体育館 1 S 902 0 1 1 0 1 0 0 1 100.0 H20、耐震補強工事実施

一勝地
小学校

小計 2 1 1 1 1 0 0 0 2 100.0 *赤数値は、耐力度調査該当

本校舎 1 R 2,027 1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 H22.3月竣工

体育館 1 S 914 0 1 1 1 0 0 0 1 100.0 H23.1月地震補強竣工予定

校舎 4 1 3 3 0 1 2 0 4 100.0

体育館 2 0 2 2 1 1 0 0 2 100.0

小計 6 1 5 5 0 3 2 0 6 100.0

普通校舎 1 R 795 0 1 1 0 1 0 0 1 100.0 H19、耐震補強工事実施

普通校舎 1 R 701 0 1 1 0 1 0 0 1 100.0 H19、耐震補強工事実施

管理棟 1 R 1,560 0 1 1 0 0 1 0 1 100.0

特別教室棟 1 R 732 0 1 1 0 0 1 0 1 100.0

SB車庫 1 S 240 1 0 0 0 0 0 0 1 100.0

体育館 1 S 1,934 0 1 1 0 1 0 0 1 100.0 H18、耐震補強工事実施

校舎 9 2 7 7 0 3 4 0 9 100.0

体育館 3 0 3 3 1 2 0 0 3 100.0

*全棟数について、施設台帳のうち非木造２階以上、２００㎡以上の棟を計上している。

*構造について、Rは鉄筋コンクリート造を、Sは鉄骨造りの構造物の棟を計上している。

*耐震診断について、耐震基準施行が昭和５６年度の制度見直しに伴い、それ以前の建築物は耐震診断の必要があるとされた。

*補強工事について、第二次診断の結果をうけて、「IS値(構造耐震指標)」の0.7以上は補強不要の建物とされている。

*「IS値(構造耐震指標)」とは、建物の耐震性能(地震に対する安全性)を数値化したもので、その値が大きいほど耐震性能が高いことを表す。

*H22.4.1現在；前年度まで４小学校であったものを２小学校に再編したために、全棟数を含め対象施設の減少があった。
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